
海自の水中処分母船が沼津で一般公開

同
港
に
海
自
の
艦
艇
が
入
港
す
る
の
は
、
２
０
２
３
年
１
０
月
の
掃
海

し
た
り
し
て
自
衛
隊
の
任
務
な
ど
を
紹
介
し
、
見
学
者
は
「
こ
の
船
に
は

る
。
見
学
者
は
艦
橋
や
甲
板
を
回
り
、
船
が
航
行
す
る
た
め
の
装
置
や
水

船
内
で
は
各
所
で
乗
員
が
説
明
を
行
っ
た
り
、
ら
っ
ぱ
吹
奏
の
展
示
を

隊
水
中
処
分
母
船
３
号
の
一
般
公
開
を
行
っ
た
。

が
見
学
の
た
め
の
列
を
つ
く
り
、
２
日
間
で
１
３
６
０
人
が
訪
れ
た
。

務
と
し
て
お
り
、
潜
水
用
器
材
や
揚
収
用
ク
レ
ー
ン
な
ど
を
装
備
し
て
い

何
人
く
ら
い
乗
っ
て
い
る
ん
で
す
か
」「
船
の
生
活
で
一
番
楽
し
い
こ
と

月
２
３
日
（
土
）
と
２
４
日
（
日
）、
沼
津
港
（
沼
津
市
）
で
海
上
自
衛

艦
「
ひ
ら
ど
」
以
来
、
約
２
年
ぶ
り
。
両
日
と
も
朝
か
ら
市
民
や
観
光
客

同
船
は
、
水
中
の
爆
発
物
処
理
な
ど
を
行
う
水
中
処
分
員
の
支
援
を
任

中
処
分
員
の
装
備
な
ど
を
見
学
し
た
。

は
な
ん
で
す
か
」
な
ど
と
興
味
深
く
質
問
し
て
い
た
。

岸
壁
で
は
静
岡
地
本
が
広
報
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
迷
彩
服
試
着
体
験
や

ア
ン
ケ
ー
ト
、
自
衛
官
採
用
制
度
説
明
な
ど
を
行
っ
た
。
夏
休
み
期
間
中

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
家
族
連
れ
が
楽
し
み
な
が
ら
自
衛
隊
に
親

令和７年度静岡県総合防災訓練に参加　関係機関との連携を強化

今
回
の
訓
練
は
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
巨
大
地
震
が
発
生
し
、
静
岡
県

物
資
輸
送
な
ど
も
検
討
さ
れ
、
訓
練
に
参
加
し
た
陸
海
空
自
衛
隊
が
そ
れ

共
有
、
部
隊
の
活
動
調
整
、
必
要
な
要
請
に
係
る
手
順
に
つ
い
て
確
認
し

ま
た
、
道
路
啓
開
や
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
、
空
路
・
海
路
に
よ
る
人
員
・

静
岡
県
総
合
防
災
訓
練
の
本
部
運
営
訓
練
に
参
加
し
た
。

時
間
が
経
過
し
た
想
定
で
行
わ
れ
た
。

広
域
的
な
災
害
応
急
対
策
活
動
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
情
報
集
約
・

ぞ
れ
の
任
務
の
円
滑
化
や
連
携
強
化
に
努
め
た
。

月
２
７
日
（
水
）、
静
岡
県
庁
（
静
岡
市
）
等
で
行
わ
れ
た
令
和
７
年
度

静
岡
地
本
は
地
震
発
生
後
、
県
庁
と
県
内
４
カ
所
に
設
置
さ
れ
た
各
方

内
で
震
度
７
〜
６
弱
の
揺
れ
を
観
測
。
大
津
波
も
襲
来
し
、
発
災
後
２
４

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
田
代
裕
久
１
等
陸
佐
）
は
８

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
田
代
裕
久
１
等
陸
佐
）
は
８

面
本
部
へ
連
絡
員
と
し
て
隊
員
を
派
遣
し
、
県
や
各
市
町
、
関
係
機
関
と

た
。静

岡
地
本
は
、
今
後
も
国
民
を
守
る
べ
く
県
や
自
治
体
と
連
携
し
災
害

に
備
え
て
い
く
。

一般公開の様子

水中処分員による説明

県災害対策本部

西部地域局

し
ん
だ
。

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
多
種
多
様
な
艦
艇
の
一
般
公
開
を
行
い
、
海
上

自
衛
隊
の
認
知
度
向
上
を
図
っ
て
い
く
。


